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職 種 区 分 応　募　資　格

（全職種共通） 採用後、江別市内に居住が可能な方

一般
事務職

身体
障がい者
の部

（次の要件をすべて満たす方）①高等学校を卒業（見込み含む）した方で、昭和59年4
月2日以降生まれの方　②身体障害者手帳 (1～6級）の交付を受けている方　③一次
試験において活字印刷文による筆記試験に対応できる方

建築
技術職

（共通） 建築工学に関する知識を有する方で、昭和 59 年 4 月 2 日以降生まれの方
※有資格者の部は、昭和 59 年 4 月 2 日以降、平成 6年 4月 1日以前生まれの方

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）した方

短大の部 短期大学、高等専門学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部該当者は不可

高校の部 高等学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部・短大の部該当者は不可

有資格者
の部 高等学校を卒業（見込み含む）した方で、建築士（一級または二級）の資格を有する方

土木
技術職

（共通） 土木工学または衛生工学に関する知識を有する方で、昭和59年4月2日以降生まれの方
※有資格者の部は、昭和 59 年 4 月 2 日以降、平成 6年 4月 1日以前生まれの方

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）した方

短大の部 短期大学、高等専門学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部該当者は不可

高校の部 高等学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部・短大の部該当者は不可

有資格者
の部

高等学校を卒業（見込み含む）した方で、以下のいずれかの資格を有する方
　・土木施工管理技士（一級または二級） ・技術士（建設部門、上下水道部門、衛生  
   工学部門のいずれか） ・造園施工管理技士

電気
技術職

（共通） 電気工学に関する知識を有する方で、昭和59年4月2日以降生まれの方
※有資格者の部は、昭和 59 年 4 月 2 日以降、平成 6年 4月 1日以前生まれの方

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）した方

短大の部 短期大学、高等専門学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部該当者は不可

高校の部 高等学校を卒業（見込み含む）した方　※大学の部・短大の部該当者は不可

有資格者
の部

高等学校を卒業（見込み含む）した方で、以下のいずれかの資格を有する方
　・電気工事士（第一種または第二種） ・電気主任技術者（第一種、第二種、第三種
   のいずれか） ・電気工事施工管理技士（一級または二級） ・技術士（電気電子部門）

消防職

大学の部 4年制大学を卒業（見込み含む）した方で、平成10年4月2日以降生まれの方

短大の部 短期大学、高等専門学校を卒業（見込み含む）した方で、平成12年4月2日以降生ま
れの方　※大学の部該当者は不可

高校の部 高等学校を卒業（見込み含む）した方で、平成14年4月2日以降生まれの方　※大学の部・
短大の部該当者は不可

保育士 資格の部 昭和59年4月2日以降に生まれた方で、保育士資格を有する方または今年度末までに
取得見込みの方

学芸員 資格の部
昭和59年4月2日以降に生まれた方で、学芸員の資格を有する方または今年度末まで
に取得見込みの方

　　　　 
江別市職員採用試験
令和5年度

一次試験日 9/17 ㈰

　技術職の有資格者の

部・消防職・学芸員は、

9/1 ㈮から 9/21 ㈭の

うち任意の日に SPI3

（テストセンター方式）

を受験

■ 試験案内の配布
　試験案内と申込書は、

8/1 ㈫から本庁舎 2 階職

員課、市役所大麻出張所、

水道庁舎証明交付窓口で

配布するほか、市ホーム

ページからも入手できま

す。

■ 申込期間
　8/1 ㈫～ 8/15 ㈫

■ 申込方法

　Web申し込み。詳細は、

必ず試験案内または市

ホームページで確認して

ください。

詳細  職員課 ☎ 381-1007

▼事務補助員 ※障がいをお持ちの方

【業務内容】事務補助（庁内文書の運搬・仕分け、パソコ

ンを用いたデータ入力・チェック、電話取り次ぎなど）

【任用期間】10/1 ～ R6/3/31 ※更新の可能性あり

【勤務時間】原則週 30 時間　※週 20 時間以上 30 時間未

満は要相談

【報酬】月額 119,690 円～ 127,045 円　※週 20 時間以上

30 時間未満の場合は、時給 920 円～ 977 円

【応募資格】身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健

福祉手帳のいずれかの交付を受けている方

【応募締切】8/21 ㈪ （必着）

詳細  職員課 ☎ 381-1007

職 員 募 集 （会計年度任用職員）

市 ホ ー ム

ペ ー ジ は

こちら▶▶▶

　8 月 17 日㈭～ 20 日㈰に野幌総合運動公園で開催されるイ

ンターハイ水泳（競泳）に中村悠絆さんが 50 ｍ自由形で出

場します。中村さんは初めてのイン

ターハイ出場へ向け「予選会では自

己ベストを出せたけど、まだ改善出

来るところがあります。中盤以降の

追い上げを武器に、後悔の無い泳ぎ

で自己ベストをさらに更新したい」

と力強く話してくれました。

詳細  スポーツ課 ☎ 802-8316
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 市立病院経営改善担当　☎ 382-5151

　市立病院では、令和3年3月に策定した「経営再建計画」

に基づき、経営改善に取り組んでいます。本コラムでは、

収益向上策や費用削減策、新たな取り組みなどを、隔月で

連載します。詳細   市立病院経営推進担当 ☎382-5151

第 6回  患者支援センターの取り組み

市立病院経営改善担当　☎ 382-5151

市立病院 連載コラム

経営再建の軌跡

　患者支援センターの各係の連携が強化されたことで、医療の質と患者さまの QOL（生活の質）を

高めることができるほか、診療報酬の加算算定による経営の質の向上にも貢献しています。

　今後も経営再建計画の達成に向け、引き続き経営改善への取り組みを進めてまいります。

【地域医療連携の活動】

　地域医療連携係では、地域の医療機関へのあいさ

つ訪問の強化に取り組んでいます。

　訪問先のクリニックからは、患者さまの紹介や CT

などの医療機器利活用の予約を頂いており、今後も

定期的な訪問を継続するとともに、訪問先の医療機

関・施設を増やし、顔の見える関係づくりに積極的

に取り組んでいきたいと考えています。

　地域住民の皆さまと医療機関との支援体制をより一層強化するため、令和 4年に「患者支援センター」を組織し、

地域医療連携係・入院支援係・退院支援係・医療相談係の 4つの柱で入院治療・在宅復帰を支援しています。

日時・場所 テーマ（内容） 講師 受講料 定員 申込方法

第
1
回

8/30 ㈬

14:00～15:30

野幌公民館

地球温暖化に対する GX とは？

　地球温暖化による環境変化と温暖化を防ぐための行動を考えます。

酪農学園大学

吉
よ し だ

田　磨
 おさむ

 教授
無料

各講座
先着
40 名

8/9 ㈬から
環境課へ電話（☎
381-1019） で 申
し込み

第
2
回

9/12 ㈫

10:00～15:30

名木百選ウォッチング

　市内にある名木を巡るバスツアーです。千古園のトチノキなど

を見学します。当日は、歩きやすい服装と靴、昼食、敷物、飲み

物、雨具をご用意ください。

北海道大学

大
おおはら

原　雅
 まさし

 名誉教授

1,500 円
（バス・資料

代、当日徴

収）

第
3
回

10/4 ㈬

14:00～15:30

野幌公民館

人と野生動物の共存～身近になりつつある野生動物達～

　野生動物の生態を知り、人と野生動物の共存について考えます。

酪農学園大学

伊
い と う

藤　哲
て つ じ

治 講師
無料

第
4
回

10/18 ㈬

14:00～15:30

野幌公民館

北海道の環境に関わる SDGs

　私たちの暮らしや環境に深く関わる「SDGs」が北海道の環境に
どのように関わっているのかを学びます。

RCE 北海道道央圏協議会

有
ありさか

坂　美
み き

紀 事務局長
無料

　暮らしに身近な環境の話題をテーマに講座を開催しま

す。地球温暖化対策、人と野生生物の共存、北海道の環

えべつ市民環境講座
道民カレッジ・えべつ市民カレッジ対象講座

　えべつ市民環境講座の詳細は、市ホーム

ページやチラシでお知らせしています。チラ

シは、市役所本庁舎 1 階情報公開コーナー、

公民館などに置いています。

【患者相談窓口の活動】

　医療相談係では、患者さまやご家族の皆さまから医

療・診療に関するご相談・ご意見をお受けしています。

【入退院支援の活動】

　入院支援係では、入院決定の段階から患者さまの

状況を聞き取り、入院前の生活状況を考慮して、必

要な支援を円滑に受けられるよう調整し、退院後に

元の生活に戻れるように支援しています。

　退院支援係では、患者さまが退院後も安心して療

養できるように、医療ソーシャルワーカー（MSW）や

入退院支援看護師が中心となって院内外の多職種

（医師、看護師、理学療法士、ケアマネージャー、在

宅医療機関や介護福祉施設のスタッフなど）と連携

　野生動物の生態を知り、人と野生動物の共存について考えます。

し、患者さまの意向を尊重しながら退院後の相談や

在宅サービスの説明・支援をしています。

　患者さまが住み慣れた地域で暮らしを続けていけ

るように、入院前から退院後の生活を見据え、病棟看

護師をはじめ、さまざまな職種と連携し、患者さま

の生活の質の維持、向上に日々取り組んでおります。

境に関わる SDGs など幅広い観点から環境について考え

ます。詳細  環境課 ☎ 381-1019
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【入退院支援加算】算定件数と金額
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